
新米をはじめ、さまざまな農作物が収穫の時期を迎えています。サンマやサケなどの魚も脂がのって

おいしい季節です。このように秋は旬の食べ物が豊富で、気候も過ごしやすく食欲が増すことから、

「味覚の秋」や「食欲の秋」といわれます。 食事に集中してよく味わうことで、満足感が高まり、心も体

もリフレッシュできます。五感を使って味わい、「味覚の秋」を楽しみましょう。 

五感とは、味覚・視覚・聴覚・嗅覚・触覚の５つの感覚のことです。このうち舌で感じるのが「味覚」

ですが、実はそれ以外の４つの感覚も、食べ物のおいしさに深く関わっています。食べるときに五感を

意識してみましょう。 

令和８年９月３０日 

⚫ 江東区立元加賀小学校 

➢ 校 長  

➢             栄養士  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～お子さんと一緒にお読みください～ 

秋は、お米や大豆、里芋など、昔から日本人の食生活に欠かすことのできない作物が収穫を迎える季節で

す。収穫をお祝いする行事として、１０月２３日の十三夜があります。また、１０月３０日は食品ロス削減の日です。

自然の恵みへの感謝の気持ちをもって食事をいただきましょう。 

１０月の食育目標 

「旬の食品を知ろう」 

低…季節の食べ物の名前を知ろう 

中…季節の食べ物の働きを知ろう 

高…地産地消について知ろう 

 

１０月の給食指導目標 

「好き嫌いしないで食べよう」 

低…苦手なものでも一口は食べよう 

中…好き嫌いしないで食べよう 

高…バランスよく食べよう 

 

 国では、10月を「食品ロス削減月間」、10月 30日を「食品ロス削減の日」と定めています。 

食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。現在、日本の食料自給率

は約38％（カロリーベース）※1と、多くを海外からの輸入に頼っています。それにもかかわらず、

年間約461万トン（推計値）もの食品ロスが発生しています※2。これは、１人１日当たり、おにぎ

り１個分を捨てている量に相当します。食品ロスを減らすことは、地球環境を守り、限りある資源

を大切にすることにつながります。まずは、身近なところから「もったいない」を減らしていきまし

ょう。 

 
※1：農林水産省（令和６年度）  ※2：消費者庁・環境省・農林水産省（令和６年度） 


